
市政トピックス

設
開
に
所
支
合
総
各
を
室
長
市
動
移
■■

会
員
委
価
評
部
外
価
評
政
行

 

出
提
を
書
告
報
果
結
価
評

 

認
確
を
援
支
互
相
の
時
害
災

り
く
づ
人
で
育
食
■

 

催
開
ム
ウ
ジ
ポ
ン
シ
育
食

　

は
で
市

2

市
動
移
「
る
な
と
目
回

が
長
市
は
み
組
り

5

所
支
合
総
の
つ

る
め
深
を
話
対
の
と
ま
さ
皆
の
民
市

7

日
１
月

14

20

堀
に
日

8

は
に
月

9

設
開
で
科
明
に
日

25

設
開
で
高
穂
に
日

　

6

の
組

や
題
課
の
自
独
域
地
の
そ
が
ん
さ
皆

　

武
る
あ
で
市
都
好
友
の
市
野
曇
安

10

村
町
市

町
市
流
交
市
野
蔵
武
「
る
す
入
加
が

第
の
」
会
議
協
村

21

サ
（
会
議
協
回

7
月
6

・
日

7

　

ら
か
村
町
市
る
す
係
関
は
日
の
こ

ど
な
長
議
や
長
首

34

け
届
を
資
物
援
救
も
ら
か
市
で
災
震

　

20

施
実
に
年

処
対
災
震
隊
面
方
北
東
隊
衛
自
た
し

く
の
ち
み
（
練
訓

A
LERT

2008

）大
が
験
経
た
し
加
参
に
共
と
民
市
に

」
る
あ
で
め
努
の
ち
た
私
る
す
対
に

　

サ
（
会
議
協
た
れ
わ
行
き
続
き
引

ろ
ち
も
は
援
支
接
直
の
へ
村
町
市
流

野
曇
安
「
る
す
と
子
骨
を
事
う
行
を

田
平
た
し
を
談
懇

米

）
科
豊
（ん
さ
子

し
ま
き
で
が
話
で
気
囲
雰
な
か
や
ご

だ
た
い
て
せ
さ
用
活
て
し
と
料
材
討

　

会
員
委
価
評
部
外
価
評
政
行
市

（
又
坂
常
人

は
）
長
員
委

7
月
14

を
書
告
報
果
結
価
評
部
外
の
度
年
本

す
断
判
ら
か
点
視
の
者
三
第
か
当
妥

10

つ
に
業
事

　

つ
に
業
事
助
補
の
へ
置
設
槽
留
貯
水

ど
な
」
は
で
要
必
が
証
検
再
の
業
事

　

　H
aGuK

uM
u

づ
人
）
む
く
ぐ
は
（7月

16

会
議
会
進
推
育
食
市
た
し
題
と
」
防

部
学
医
学
大
州
信
実
郷
本
る
あ
で
長

る
す
動
活
で

3

る
よ
に
表
代
の
体
団

の
科
究
研
学
科

呉
泰
雄

よ
に
授
教
准

演
講
調
基
た
し
題
と
」
事
食
と
養
栄

約
ど

40

い
つ
に
育
食
の
野
曇
安
が
人

工
の
め
た
る
取
を
養
栄
く
よ
ス
ン
ラ

な
法
方
の
給
補
分
水
や
点
意
注
の
へ

検
か
た
れ
さ
か
生
に
う
よ
の
ど
後
の

す
に
確
明
を
準
基
と
法
方
定
選
の
業

容
内
の
書
告
報
果
結
価
評
部
外
※

面談者と意見を交わす宮澤市長（7/1 豊科総合支所）研修会は、多くの市職員も傍聴した。

村上副市長へ報告書を渡す又坂委員長

呉准教授による基調講演
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